
年年度度

通通常常総総会会議議事事資資料料

＜＜ 年年 月月 日日＞＞

＜議 事＞

１ 日 時 年 月 日（日） ～

２ 会 場 富山県民会館

（富山県富山市（オンラインによる参加可能））

３ 付議事項 第一号議案 年度事業報告並びに決算及び監査報告について

第二号議案 年度事業計画並びに予算について

第三号議案 年度役員の選任について

第四号議案 定款の一部変更について

特特定定非非営営利利活活動動法法人人

日日本本フファァシシリリテテーーシショョンン協協会会
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＜第一号議案＞ 年度事業報告並びに決算及び監査報告について

（普通決議：総会に出席した正会員の過半数による議決）

年年度度事事業業報報告告
年 月 日から 年 月 日まで

特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会

年度は 設立 周年及びコロナ禍による各種制限がおさまったタイミングにあたり、積極的に新た

な活動に取り組んでいくとともに、これまでの活動の在り方を見つめ直す 年になりました。昨年度より行

ってきた組織改革の検討と、それを踏まえたスタッフ会議における議論等で、 の組織や事業モデルにつ

いて、改めて共通認識を持ちました。これらの議論を、各拠点運営スタッフをはじめ、会員間でも共有して

いく基盤を整備しました。

調調査査・・研研究究事事業業：対面・オンライン等、多様な形態で定例会・例会を開催し、外部団体との共催や、各支

部・サロン間での合同オンライン開催等、各拠点でファシリテーション探究の場を広げました。

教教育育・・普普及及事事業業：本来の対面式グループワークを含めた講座も開催するとともに、講座後に参加者がつなが

る振り返りの場をオンラインで開催する等、様々な形式で教育普及の場をつくりました。

支支援援・・助助言言事事業業：外部からの要請に対する支援では、増加した問い合わせに対して一つ一つ丁寧に対応しま

した。災害復興、防災・減災に関する支援では、発災直後だけでなく、平時からの連携支援や話し合い支援

者の人材育成としての講座開催等を実施しました。

交交流流・・親親睦睦事事業業：地域イベントの開催、海外のファシリテーターとの交流や知見の共有などを通じて、国

境・文化を越えた会員・非会員の交流を深めました。

広広報報・・ココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動：ニューズレター作成では、会員相互の知見や実践事例の共有を通じて内部

コミュニケーションの充実を図るとともに、協会 周年を契機として開始したフェローの声の収集が完了し

ました。

ミミッッシショョンンおおよよびび組組織織運運営営にに関関わわるる活活動動：ビジョンの普及活動の実施や組織改革・予算適正化の検討等を目

的とし、協会事業の振り返りと私たちが大切にしたいことを運営スタッフで話し合いました。

そそのの他他のの活活動動：共通の目的を有する会員・各種団体との価値創出においては、試行プロジェクトを複数実施

した後、協働促進プログラムの委員会化を検討しました。 周年をきっかけとした取り組みにおいては、い

くつかのプロジェクトを実施しました。

以下、事業の概要を報告します（括弧内は担当組織を表します）。

 フファァシシリリテテーーシショョンン技技術術のの確確立立やや新新ししいい技技術術のの開開発発をを目目指指すす調調査査・・研研究究事事業業
） 実践力の相互研鑽の場作りの推進（理事会、各支部運営委員会）
⚫ 各拠点において対面・オンライン等、多様な形態で継続的に定例会・例会を開催しました。

⚫ 外部団体との共催や、各支部・サロン間での合同オンライン開催等、各拠点でファシリテーショ

ン探究の場を広げました。

） ファシリテーションの本質を探究（理事会、イベント実行委員会）
⚫ 『「さざなみ」から「うねり」へ ～響け！共鳴、つなげ！共感～』をコンセプトに、全国イベ

ント「ファシリテーション・サミット名古屋 」を開催し、 人（ 会員 人、非会員

人）の参加がありました。協会内にとどまらず開かれたファシリテーション探究の場として、多

様な外部団体と共に実施しました。

 フファァシシリリテテーータターー養養成成やや実実践践方方法法のの普普及及をを目目指指すす教教育育・・普普及及事事業業
） 従来の公開セミナーの継続強化（公開セミナー委員会）
⚫ グループワークが実施できる本来の「通常版」の基礎講座を、オンライン開催も含めて、 回・

クラス開催しました。また、講座参加者の振り返りの場である「アフターミーティング」は、

地区を越えたセミナーアソシエイツで運営チームを編成し、オンラインにて 回実施しました。

⚫ 開催時の判断フローをもとに、状況に応じて安心して受講できる運営を継続しました。（ 年

度はコロナウイルス感染症の状況による講座の中止・感染症対策版での開催はありませんでし

た。）

⚫ 講師トライアルを 回（ 月：大阪・ 月：東京）実施し、それぞれ定員上限の 名がエントリー

しました。結果、各回 名が合格し、理事会での承認を経て 名の准講師が誕生しました。
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また、通年 回実施していた講師トレーニングの回数を増やして 回実施し、講師としてのスキル

向上を図りました。さらに、演習パートを中心に基礎講座コンテンツの改良を実施しました。

） 公開セミナーの新たな展開の検討（公開セミナー委員会）
⚫ 基礎講座のオンライン開催を持続的な活動とするため、「オンラインチーム」をアソシエイツ有

志にて編成し、 回・ クラス開催しました。

⚫ 実践講座については、各地区での開催計画はあったものの、東京のみ 回開催しました。

⚫ フェローが講師を担当する公開講座（特別編）の開催の方向性として、現在の基礎講座との関連

を持たせた内容の講座として実施することを想定したため「基礎講座の内容をよく知っているフ

ェロー」が賛同した場合に開催するものと決定しました。その他のフェローが担当する特別編講

座については、パイロット開催の可能性を検討したものの、プロジェクト発足には至りませんで

した。 

 各各種種団団体体ににおおけけるるフファァシシリリテテーーシショョンンのの活活用用ををササポポーートトすするる支支援援・・助助言言事事業業
） 社会からの多様な要請に対する支援の充実（ファシリテーションサポート委員会）
⚫ 外部からの問合せは 件（昨年度は 件）あり、ヒアリングを行った結果、研修会やワークショ

ップ形式での支援件数を 件（ 回）、ご相談に対してアドバイスや調査への協力等、助言によ

ってファシリテーションを届ける助言件数を 件、企業との協働により、ファシリテーションの

定量化に取り組むプロジェクトが 件、計 件を実施しました。

⚫ 支部・委員会との連携として、①九州支部・関西支部・東京支部の定例会にサポート事例に基づ

いたプログラムを提供 ②各拠点と連携して新たに案件のファシリテーターを担当する会員が参画

しました。

⚫ 情報発信として、九州・関西・東京の各支部運営委員会にて活動説明会を実施しました。また、

協会ホームページに実績を公開しました。

） 災害復興、防災・減災に関するファシリテーションを通した支援（災害復興委員会）
⚫ 年秋田県豪雨災害において、県域での情報共有会議の企画と進行を支援しました。また、昨

年度に引き続き、南相馬市と熱海市において、被災者支援のための連携会議等の進行と板書を支

援しました。さらに、 年 月 日に発生した能登半島地震において、七尾市情報共有会議の

会議運営サポート等の活動を開始しました。 
⚫ 台風 号で被災した静岡県において、静岡県、静岡県社会福祉協議会と協働し、災害復興に活か

す「ファシリテーションと板書・見える化」講座を開催するとともに、講座修了者が被災者支援

会議で実践する場を提供しました。

⚫ 被災地サポート外の活動として、富山サロン・和歌山サロン例会でのワークショップを実施しま

した。また、 主催「第 回災害時の連携を考える全国フォーラム」に参加し、分科会を担当

しました。

 フファァシシリリテテーータターーやや関関連連団団体体間間のの親親睦睦をを図図るる交交流流・・親親睦睦事事業業
） 地域イベントを開催（各支部運営委員会、地域イベント実行委員会）
⚫ 全支部において地域イベントを開催し、 内外の交流を促進しました。ダイバーシティ、ウェル

ビーイング、教育などをテーマとして、多いところは 名に近い参加者を集め、会員・非会員

の活発な交流が行われました。

） 国境や文化・言語を越えてつながる交流・親睦活動の強化（グローバルファシリテーション推進委員
会）

⚫ フィンランドのファシリテーター 氏の対面・オンラインのワークショップを実施しま

した。 ルーマニアとの協働で多様性のアンケートをベースに多文化共生の交流を図りました。

ワールドカフェコミュニティファウンデーションや生成的対話の場コミュニティ と新たな

交流を開始しました。

⚫ 英語のハノンを用いたワークショッププログラムを名古屋サミットにて発表し、３か月タームの

朝活を３回実施しました。

⚫ 科学技術の社会実装において、 学会やシンガポールでの事例発表、大学や研究機関のワークシ

ョップ比較実験に参加・交流しました。

） 他団体との連携強化（理事会、各支部運営委員会、事務局）
⚫ 自治体や教育委員会などからの後援を得た支部イベントに加え、他団体との共催による定例会を

実施しました。

⚫ 各分野で活動している外部団体やファシリテーターと定例会等でコラボレーションを進めまし

た。 
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 広広報報・・ココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動
） 内への情報発信の強化（理事会、広報委員会）

⚫ ニューズレター 、 号を発行、 号の制作作業を実施しました。 号（ 年 月発行予定）

までのニューズレターで掲載すべく、フェロー全員の声を収集しました。

⚫ 理事会議事録、 組織改革などの協会全体に関わる情報を理事会・事務局からの依頼によりホー

ムページにタイムリーに更新しました。

⚫ 文章力講座については検討の結果、 年度は開催しませんでした。

） 外への情報発信の強化（広報委員会）

⚫ アイスブレークをテーマとした、 本分の動画撮影を実施し、 本をホームページに公開しまし

た。

⚫ 支部イベント開催に関するプレスリリースを行いました。

 ミミッッシショョンンおおよよびび組組織織運運営営にに関関わわるる活活動動
） 組織のあり方の検討（理事会、各拠点、事務局）
⚫ 年 月 ビジョン を会員に向けて発信しました。普及のための有志チームを立ち上げ、

名古屋サミット・関西支部定例会・オンライン対話会等において、活動を行いました。

⚫ 外部ファシリテーションの支援を受けて理事会が作成した成果物を土台に、理事、監事、各拠点

代表が参加した 年 月のスタッフ会議において、 の組織や事業モデル、取り組み課題に

ついて検討しました（その結果については、会員ページ内の「 組織改革」に掲載していま

す）。

⚫ 昨年総会に対する修正動議における「公益に資する活動のみを が担い、その他の活動は別団

体を立ち上げ活動することを検討する」について検討した結果、 の活動は全て最終的に公益に

資し、 のミッション達成につながっているため、別団体の立ち上げは必要ないとの結論に達し

ました。

） 運営のやり方の検討（理事会、各拠点、事務局）
⚫ 事業活動の内容とそれに伴う費用の適切性を再検討しました。 年 月に「情報共有会 「拡

大理事会」より名称変更 」をオンライン形式で、 年 月には「スタッフ会議」を合宿 対面

形式で実施しました。 の組織や事業モデルについて、共通認識を持つとともに、組織コミュニ

ケーションを活性化するための具体策について議論を行いました。これらの議論を、各拠点運営

スタッフをはじめ、会員間でも共有が行える基盤づくりをしました。 
⚫ 経費精算の運用を効率化する為のシステム導入について、デジタル推進委員会と検討し、 年

度から稼働するための準備をしました。

） 拠点運営のサポートの充実とデジタル化の推進（デジタル推進委員会）
⚫ 経費精算システムの構築を実施し、事務局の支援を行いました。

⚫ 定例会レポート等の活用に向けたデータ調査及び整理方法を検討しました。

⚫ 各拠点のデジタル化の支援に加え、会員同士の繋がりを醸成するための会員データベース作成の

検討を開始しました。

） 各種制度改正への対応（理事会、事務局）
⚫ 年 月 日から導入されたインボイス制度に対応するため、適格請求書の発行・保存を開始

しました。

 そそのの他他のの活活動動
） 共通の目的を有する会員・各種団体との価値創出（協働促進プログラム）
⚫ 試行プロジェクト 科学技術の社会実装、市民協働実装、大阪・関西万博、グラミンプロジェクト）

を継続し、外部協働パートナーとの連携事業を行うことで、今後の展開に繋がる実績を創出する

とともに活動の検証を行いました。

⚫ プロジェクトの知見を活かし、例会でプログラムを実施しました。

⚫ マネジメントオフィスが目指す姿や、協働の現場に出るためのスキルを整理し、会員が活動に関

わりやすくするための取り組みを進めました。

） 周年をきっかけとした取り組み（理事会）

⚫ 「 の今の活動を伝える小冊子」の作成を、プロジェクトチームにて取り組みました。

⚫ 出前授業において、全国から集まったメンバーにより、プログラムを作成し、 年 月に大阪

市立聖和小学校で開催しました。
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ⅠⅠ　　特特定定非非営営利利活活動動にに係係るる事事業業

１１．．調調査査・・研研究究事事業業

会員 一般
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター
北海道札幌市　札幌市産業振興センター
北海道札幌市　札幌市産業振興センター
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター

(2月) 開催なし
北海道札幌市　札幌市生涯学習総合センター

オンライン
宮城県仙台市　トークネットホール仙台
宮城県仙台市　トークネットホール仙台
宮城県仙台市　戦災復興記念館
宮城県仙台市　戦災復興記念館
オンライン
宮城県仙台市　青葉山エリア
宮城県仙台市　トークネットホール仙台
宮城県仙台市　トークネットホール仙台
宮城県仙台市　PARM-CTIY131貸会議室ANNEX

(2月) 開催なし
宮城県仙台市　トークネットホール仙台

東京都北区　北とぴあ

東京都葛飾区　葛飾シンフォニーヒルズおよびオンライン(5月25日、27
日開催)

オンライン

東京都葛飾区　葛飾シンフォニーヒルズおよびオンライン(7月3日、22
日、23日開催)

東京都江東区　TimePort木場マルチレンタルスペース

東京都葛飾区　葛飾シンフォニーヒルズおよびオンラインおよび東京都
板橋区　ハイライフプラザいたばし(9月3日、4日、
23日、30日開催)

オンライン

東京都葛飾区　葛飾シンフォニーヒルズおよびオンラインおよび東京都
千代田区　ちよだプラットフォームスクエア(11月10日、19日、25日開催)

東京都葛飾区　葛飾シンフォニーヒルズ

東京都葛飾区　葛飾シンフォニーヒルズおよびオンライン(1月22日、27
日、28日開催)

(2月) 開催なし
東京都北区　北とぴあおよびオンライン(3月13日、23日開催)

愛知県名古屋市　西川会会館およびオンライン(4月16日、30日開催)

愛知県名古屋市　名古屋会議室　名古屋駅前店および愛知県名古屋
市　ウィルあいち(5月13日(中止)、20日開催)

(6月) 開催なし
オンライン(7月15日、23日開催)

(8月) 開催なし

愛知県名古屋市　名古屋市昭和生涯学習センターおよびオンライン(9
月16日、23日開催)

愛知県名古屋市　シャアキッチン＆レンタルスペースはじまる

中部支部
定例会

定例会参加者延べ人数を支部KPIに掲げ、運営委員一丸となって活動した結果、
従業者数・受益対象者数合計７９９名（昨年度比＋52%）という多くの方に参加していただけました。

受益対象者延べ人数

2023年キックオフミーティングで、地域、町おこしネタ、勉強会合宿、新会員が増える定例会ネタ等、新たな発想でチャレンジ
をした１年でした。ファシリテーションを学び、楽しみました。

受益対象者延べ人数

23年度は、オンライン開催2回、対面開催9回を開催することができました。やはりオンライン開催は参加数が多いので年数回
の開催は必要。また、屋外開催も実現し、ファシリテーションの輪が少しずつ広がっていると感じた。

受益対象者延べ人数

事業内容 実施日時 実施場所
従業者
数

受益対象者数

北海道支部
定例会

東北支部
定例会

東京支部
定例会
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会員 一般
オンライン

愛知県名古屋市　名古屋工業大学ラーニングコモンズおよび愛知県名
古屋市　東桜会館(12月9日、16日開催)

愛知県名古屋市　名古屋市港生涯学習センターおよびオンライン(1月
20日、21日開催)

愛知県名古屋市　東桜会館およびオンライン(2月17日、18日、28日開
催)

(3月) 開催なし

大阪府大阪市　QUINTBRIDGEおよび兵庫県西宮市　西宮市民会館お
よび兵庫県西宮市　西宮市立勤労会館（4月8日、15日　開催）

兵庫県西宮市　西宮市民会館（5月13日、27日　開催）

兵庫県西宮市　西宮市民会館
兵庫県西宮市　西宮市民会館

大阪府東大阪市　古民家スタジオ 我が家（8月5日、6日　開催）

兵庫県西宮市　西宮市民会館およびオンライン（9月9日、16日、30日
開催）

大阪府吹田市　千里金蘭大学および大阪府大阪市　大阪市東淀川区
民会館

兵庫県西宮市　西宮市民会館および大阪府大阪市　大阪市生涯学習
センター（11月11日、23日　開催）

大阪府大阪市　天満橋  SeekS×pot（シークスポット）および兵庫県西宮
市　西宮市民会館および大阪府大阪市　大阪市立総合学習センターお
よび滋賀県高島市　びわ湖畔 白浜荘　およびオンライン（12月9日、16
日、23日、29日、30日　開催）

兵庫県西宮市　西宮市立勤労会館および兵庫県西宮市　西宮市民会
館（1月13日、27日　開催）

兵庫県西宮市　西宮市民会館（2月10日、18日　開催）

大阪府大阪市　QUINTBRIDGE

広島県広島市　エソール広島
オンライン

（6月） 開催なし
広島県広島市　広島県健康福祉センター
広島県広島市　エソール広島
広島県広島市　広島県社会福祉会館

（10月） 開催なし

広島県広島市　広島市まちづくり市民交流プラザおよびオンライン（11月
2日、11日　開催）

広島県広島市　広島県社会福祉士会館
広島県広島市　広島市まちづくり市民交流プラザ

（2月） 開催なし
広島県広島市　合人社ウェンディひと・まちプラザ

福岡県福岡市 ＮＰＯ・ボランティア交流センターあすみん
福岡県福岡市 赤煉瓦文化館
福岡県福岡市 ＮＰＯ・ボランティア交流センターあすみん
オンライン
福岡県福岡市健康づくりサポートセンター　あいれふ
福岡県福岡県教育会館
福岡県福岡市 ＮＰＯ・ボランティア交流センターあすみん
オンライン
福岡県福岡市 健康づくりサポートセンター　あいれふ

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数

受益対象者数

九州支部
定例会

受益対象者延べ人数

合宿を開催し、メンバーの想いがぎゅっと詰まった支部方針に基づいた企画運営ができた。定例会の曜日や開催時間（ショー
ト定例会）を変える、ファシリテーションと直接関係ない企画と組み合わせるなど、新しい層へ支部の存在やファシリテーション
を届けることができた。

受益対象者延べ人数

定例会参加者数が前年より半減しました。要因として開催しない月があったこと（サミットや支部イベを優先）、外部招聘が減っ
たこと（例会の多様性に弊害）などが考えられます。支部イベントも実行委員会の立ち上げが遅かったため十分な集客につな
がりませんでした。

オモロい渦が生まれる場をつくる」の方針のもと、定例会企画に運営委員会以外の会員が参加できる仕組みづくり、外部団
体、他運営委員会との交流と連携や、支部イベントによる非会員との交流によるFAJの認知度向上及び新規入会者増に取り
組みました。

受益対象者延べ人数

中部支部
定例会

関西支部
定例会

中国支部
定例会
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会員 一般
福岡県福岡市 ＮＰＯ・ボランティア交流センターあすみん
福岡県福岡市 赤煉瓦文化館

（3月） 開催なし

６月１７日・１８日 愛知県名古屋市　名古屋国際会議場およびオンライン

－

地域型12か所（秋田、群馬、埼玉、新潟、富山、和歌山、岡山、四国、佐
賀、熊本、長崎、沖縄）テーマ型4か所（ビジネスファシリテーション実
践、TOC×Facilitation、行動科学ファシリテーション研究、教育工学ファ
シリテーション研究）

２２．．教教育育・・普普及及事事業業

会員 一般

オンライン

東京

大阪

富山

仙台

東京

名古屋

オンライン

神戸

東京

福岡

東京

オンライン

沖縄

東京

広島

仙台

福岡

神戸

名古屋

札幌

新潟

福岡

東京

名古屋

札幌

大阪

東京

オンライン

オンライン

オンライン

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数

受益対象者数

中止

中止

中止

受益対象者延べ人数

ファシリテーション
サミット

サロンサポート

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数

受益対象者延べ人数

月１運営委員と合宿を含む計3回の拡大運営委員会で、11回の定例会と支部イベ実施ができました。

受益対象者延べ人数

九州支部
定例会

基礎講座

公開セミナー

中止

受益対象者延べ人数

受益対象者数

中止

中止

中止

中止

実践講座

アフター
ミーティング
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３３．．支支援援・・助助言言事事業業

会員 一般

2023/04/10ほか1回
【オンライン】民間会社労組支部組合員対象ファシリテーション研
修

2023/04/27ほか3回 大阪府大阪市：私立大学新入学生向けワークショップ

【オンライン】地域包括支援センター職員向けファシリテーション研
修

東京都新宿区：独立行政法人職員向けファシリテーション勉強会

新潟県三条市：理科教員研究会会員向けファシリテーション研修

神奈川県相模原市：福祉サービス管理責任者向けテーブルファ
シリテーター研修

福岡県糟屋郡新宮町：高校剣道部生徒向けミーテングの進め方
研修

滋賀県高島市：社会福祉協議会相談窓口職員向け研修

2023/08/10ほか2回 京都市宇治市：市民向けファシリテーション研修

福島県いわき市：社会福祉協議会職員向けファシリテーション研
修

兵庫県姫路市：行政主催市民対象ワークショップのファシリテー
ター

埼玉県さいたま市：公立小学校教員向けファシリテーション研修

2023/08/22ほか1回 山形県寒河江市：市議会議員向けファシリテーション研修

2023/08/31ほか4回 沖縄県那覇市：私立大学学生向けファシリテーション演習

【オンライン】大学院保健科学研究者よりグループインタビューの
ファシリテーターに関する相談に対応

東京都渋谷区：認定NPO法人職員向けファシリテーション研修

長崎県長崎市：一般社団法人でのワークショップのファシリテー
ター用研修

2023/09/27ほか7回 群馬県高崎市：公立大学学生向けファシリテーション演習

【オンライン】社会教育主事・社会教育士向けファシリテーション研
修

【オンライン】国際交流支援団体会員大学生向けファシリテーショ
ン研修

岐阜県恵那市：地方自治体職員同士のワークショップ実施支援

2023/10/30ほか1回 大阪府大阪市ほか：民間企業従業員向けワークショップ実施

東京都新宿区：社会福祉協議会職員向けファシリテーション研修

和歌山県和歌山市：消防職員向けファシリテーション研修

2023/11/15ほか2回
大阪府吹田市：私立大学ボランティア活動学生向けファシリテー
ション研修

東京都千代田区：一般社団法人会員向けファシリテーションワー
クショップ

宮城県大崎市：公民館・地域包括支援センター職員向けファシリ
テーション研修

神奈川県横浜市：国際交流支援団体会員大学生向けファシリ
テーション研修

福島県大熊町：復興支援員向けまちづくり活動ファシリテーション
研修

【オンライン】地方国家公務員向けファシリテーション研修

宮城県仙台市：国立大学学生ボランティア団体会員向けファシリ
テーション研修

兵庫県加古郡播磨町：障がい者基幹相談支援センター職員向け
ファシリテーション研修

2024/01/15ほか2回
群馬県高崎市：民間企業向けファシリテーション力向上プロジェク
ト支援

実施日時 実施場所
従業者
数

受益対象者数
事業内容

ファシリテーションサ
ポート委員会
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会員 一般

【オンライン】私立大学人間科学研究者向けファシリテーション関
連調査への協力・助言

民間企業からの社員向けファシリテーション研修依頼に対し、セミ
ナー委員会へ引継ぎ

宮城県石巻市：地域包括支援センター職員向け地域課題解決
ファシリテーション研修

【オンライン】民間企業から社内へのファシリテーション導入につい
て相談対応

滋賀県高島市：社会福祉協議会職員向け研修

【オンライン】学生団体向けファシリテーション研修

【オンライン】理科教員研究会会員向けファシリテーション研修

【オンライン】国際交流支援団体学生向けファシリテーション研修

【オンライン】県都市計画課からの、まちづくりワークショップの開催
要領に関する相談へ対応

福島県南相馬市　災害ボランティアセンター連携会議に向けての
打合せ

東京都板橋区　いたばし総合ボランティアセンター　災害ボラン
ティア学習会

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

福島県南相馬市　災害ボランティアセンター連携会議

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

秋田県秋田市　秋田県域情報共有会議

福島県南相馬市　災害ボランティアセンター連携会議

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

秋田県秋田市　秋田県域情報共有会議

【オンライン】静岡県ファシリテーター養成講座

富山県射水市　富山サロン例会話題提供

【オンライン】静岡県ファシリテーター養成講座

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

静岡県静岡市　静岡県ファシリテーター養成講座

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

福島県　東日本大震災被災地訪問

福島県南相馬市　南相馬市災害ボランティアセンター連携会議(立ち上げ訓練）

静岡県静岡市　JVOAD全国フォーラム（ケース会議）

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

福島県南相馬市　南相馬市災害ボランティアセンター連携会議

東京都墨田区　JVOAD全国フォーラム分科会

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

【オンライン】第3回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

【オンライン】第4回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

【オンライン】第5回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

【オンライン】防災復興トークカフェ

【オンライン】第6回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

ファシリテーションサ
ポート委員会

災害復興
委員会

事業内容 実施日時 実施場所
従業者
数

受益対象者数
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会員 一般

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

石川県七尾市　第2回七尾市情報共有会議

福島県南相馬市　南相馬市災害ボランティアセンター連携会議

大分県大分市　大分県社協災害VCリーダー研修

和歌山県和歌山市　和歌山サロン例会話題提供

【オンライン】第7回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

【オンライン】第8回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

静岡県熱海市　熱海市ささえ逢いセンター相談員連絡会

石川県七尾市　第3回七尾市情報共有会議

【オンライン】防災復興トークカフェ

【オンライン】第9回能登半島地震で被災したこどもの居場所づくり
関係者連携会議

【オンライン】第10回能登半島地震で被災したこどもの居場所づく
り関係者連携会議

石川県七尾市　第4回七尾市情報共有会議

４４．．交交流流・・親親睦睦事事業業

会員 一般

大阪府大阪市　大阪市立総合生涯学習センター
交流親睦「ネットワーク・サロン（大阪市立総合生涯学習センターとの共
催）」

北海道札幌市　北海道大学　学術交流会館
支部イベント「フロンティア・ファシリテーションを北海道から ～あたたか
い対話から新しいつながりが生まれる場づくり～」

東京都品川区　きゅりあん
支部イベント「幸福学×ファシリテーション」

山形県山形市　食糧会館
支部イベント「参加したくなる場のつくり方 in やまがた　～共に感じて楽
しく実践♪～」

広島県広島市　広島県立総合体育館
支部イベント「「人を大切にする社会を作るために　映画『みんなの学校』
から学ぶこと」

大阪府大阪市　大阪私学会館
支部イベント「多様性の本質ってなんやねん～やっかいなことの先にあ
るおもろいことを考えてみようや！」

愛知県名古屋市　愛知みずほ大学
支部イベント「えっ！　楽しそう、面白そう♪　さあ始めよう！ファシリテー
ション‼」

福岡県福岡市　福岡県教育会館
支部イベント「ファシリテーションで子どもと大人の学びの何が変わ
る？ー学び合う関係性が創る未来ー」

災害復興
委員会

受益対象者延べ人数

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数

受益対象者数

地域イベント

受益対象者延べ人数

実施日時 実施場所・実施内容
従業者

数

受益対象者数
事業内容
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会員 一般

オンライン Pepeワークショップ

オンライン Pepeワークショップ

中央区環境情報センター フィンランド式ファシリテーションPepe氏と交流
親睦

オンライン はこだて国際科学祭 WS開催 ＳＦプロトタイピング

オンライン IAF CPF説明会

オンライン IAF打合せ

オンライン IAFルーマニアWS

オンライン ルーマニア案件レビュー

国立情報学研究所 国立情報学研究所ワークショップ比較実験

大阪大学豊中キャンパス 科学技術社会論学会2023年度年次総会

オンライン World Café Community

オンライン IAF WS

2023年4月15日 中国支部、2023年6月17日 ファシリテーション・サミット
にて話題提供を行いました。

QUINTBRIDGE　ProBono Handover 〜プロボノ プロジェクトから考える
社会とのかかわり方

大坂市立総合生涯学習センターネットワークサロン　SFプロトタイピング
を使って考える100年後の健康生活（ネットワークサロン出展）

QUINTBRIDGE　自分らしい「社外活動」とは？ ～ 一歩踏み出すヒント
を見つけるワークショップ ～ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（NPO
法人サービスグラント 関西事務局との共催定例会）

５５．．そそのの他他のの総総合合的的なな事事業業

会員 一般

年2回 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国  72号・73号 約1100

随時 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国
不特定多

数

随時 東京都渋谷区　FAJ東京事務所、他全国 約1100

オンライン FAJ読書カフェ Vol. 7「まずは小さくはじめてみる 変わらない
日常から抜け出す０→１実践ガイド」

オンライン FAJ読書カフェ Vol. 8「耳の聞こえない人、オモロイやん！と
思わず言っちゃう本 (星湖舎)」

オンライン  ファシリテーション動画撮影動画公開（1本） 全会員
不特定多

数

オンライン FAJ読書カフェ Vol. 9「部下ができたら身につけたい『人を伸
ばす技術』」

オンライン FAJ読書カフェ Vol.10「エフェクチュエーション 優れた起業家
が実践する『5つの原則』」

受益対象者数

実施日時 実施場所・実施内容
従業者

数

受益対象者数

受益対象者延べ人数　

受益対象者延べ人数　

共催・後援等
イベント

グローバル
委員会

実施日時 実施場所
従業者

数

広報委員会

受益対象者延べ人数　

ニューズレター

ウェブサイト

メーリングリスト

事業内容

事業内容
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会員 一般

グラミン日本ワークショップ参画(奈良市)
 現地テーブルファシリ(亀井)、オンラインテーブルファシリ(熊野)
 現地22名、オンライン7名

グラミン日本ワークショップ参画(愛媛県)
 現地テーブルファシリ(小堀)
 現地42名、オンライン6名

グラミン日本ワークショップ参画(沖縄県糸満市)
 現地講師(亀井)、現地テーブルファシリ(小栗)
 現地20名、オンライン1名

グラミン日本ワークショップ参画(鳥取県)
 現地講師(細本)、現地テーブルファシリ(亀井)
 現地12名、オンライン5名

グラミン日本ワークショップ参画(長野県佐久市)
 現地テーブルファシリ(奥原)
 現地13名、オンライン2名

グラミン日本ワークショップ参画(福岡県)
 現地講師(亀井)、現地テーブルファシリ(熊野)
 現地38名、オンライン8名

グラミン日本ワークショップ参画(愛媛県)
 現地講師(小堀)、現地テーブルファシリ(田島)
 オンライン講師(亀井)、オンラインファシリ(濱上)
 現地54名、オンライン13名

大阪万博ワークショップ参画(大阪)
 交流イベント「TEAM EXPO 2025 自然・環境セッション」協力

６６．．理理事事会会

会員 一般

名古屋国際会議場

福岡県福岡市内会議室及び、各所オンラインにて実施

東京都渋谷区 FAJ東京事務所及び、各所オンラインにて実施

東京都渋谷区 FAJ東京事務所及び、各所オンラインにて実施

富山県富山市内会議室及び、各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

千葉県千葉市内会議室及び、各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

東京都渋谷区 FAJ東京事務所及び、各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

広島県広島市内会議室及び、各所オンラインにて実施

各所オンラインにて実施

千葉県千葉市内会議室

ⅡⅡ　　そそのの他他のの事事業業

　実施しなかった。

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数

受益対象者数

スタッフ会議

事業内容 実施日時 実施場所
従業者

数

通常総会

理事会

協働促進プログラム

受益対象者延べ人数　

情報共有会議

受益対象者数
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特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会

（資金収支の部）

Ⅰ 経常収入の部
1 会費・入会金収入

個人会費 10,238,000
法人会費 0 10,238,000

2 事業収入
調査・研究事業収入 938,111
教育・普及事業収入 9,443,000
支援･助言事業収入 5,572,331
交流・親睦事業収入 1,029,500 16,982,942

3 寄付金収入
個人寄付金 0
法人寄付金 0 0

4 助成金 0 0
経常収入合計 27,220,942

Ⅱ 経常支出の部
1 事業費

調査・研究事業費 5,332,125
教育・普及事業費 7,664,820
支援・助言事業費 5,876,465
交流・親睦事業費 1,757,571
その他事業費 869,442 21,500,423

2 管理費
広　報　費 0
交通宿泊費 7,106,990
会　議　費 435,060
事務消耗品費 84,836
通信運搬費 620,700
諸　会　費 61,100
資料印刷費 566,815
外部委託料 2,846,026
支払手数料 511,499
賃　借　料 940,933
保　険　料 34,722
租税公課 91,269
雑　　　費 167,236 13,467,186

経常支出合計 34,967,609
経常収支差額 △ 7,746,667

Ⅲ その他資金収入の部
その他資金収入合計 61,197 61,197 61,197

Ⅳ その他資金支出の部
その他資金支出合計 0 0 0
当期収支差額 △ 7,685,470
前期繰越収支差額 40,598,384
次期繰越収支差額 32,912,914

令和5年度「特定非営利活動に係る事業」活動計算書

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科　　目 金額　（単位：円）
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令和５年度「特定非営利活動に係る事業」活動予算実績対比表
予算 2023年度計 予算差異 予算比

（資金収支の部） 事務局 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 サロン その他 公開ｾﾐﾅｰ ファシサポ 災害復興

Ⅰ経常収入の部
1 会費・入会金収入
個人会費 10,650,000 10,238,000 412,000 96.13%
法人会費 0 0 0

10,650,000 10,238,000 412,000 96.13%
2 事業収入
調査・研究事業収入 1,341,000 938,111 402,889 69.96% 55,515 45,000 22,000 26,000 16,000 16,000 54,396 703,200
教育・普及事業収入 14,262,770 9,443,000 4,819,770 66.21% 9,443,000
支援･助言事業収入 4,770,000 5,572,331 -802,331 116.82% 4,387,331 1,185,000

交流・親睦事業収入 1,951,500 1,029,500 922,000 52.75% 69,500 52,500 226,000 38,500 388,800 115,200 132,000 7,000
22,325,270 16,982,942 5,342,328 76.07% 69,500 108,015 271,000 60,500 414,800 131,200 148,000 54,396 710,200 9,443,000 4,387,331 1,185,000

3 寄付金収入
寄付金 0 0 0

4 助成金等収入
民間助成金 2,300,000 0 2,300,000 0.00%

2,300,000 0 2,300,000 0.00%

当期収入合計 35,275,270 27,220,942 8,054,328 77.17%

Ⅱ経常支出の部
1 事業費
調査・研究事業費 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 サロン サミット

会場使用料 3,555,720 1,986,413 1,569,307 55.87% 204,535 114,400 244,342 128,671 450,240 109,490 68,345 18,090 648,300
事務消耗品費 425,000 238,386 186,614 56.09% 9,104 6,904 25,567 71,380 39,629 33,623 19,422 10,162 22,595
交通宿泊費 3,010,000 1,547,509 1,462,491 51.41% 384,640 55,980 162,437 47,462 157,347 154,374 176,154 205,050 204,065
謝礼等 1,949,000 1,042,092 906,908 53.47% 0 30,000 275,685 72,274 112,893 0 111,370 439,870
印刷費 145,000 48,408 96,592 33.38% 0 4,780 18,615 4,580 11,455 2,680 1,240 5,058
通信運搬費 25,064 21,944 740 0 0 0 0 0 2,380
会議費 350,000 201,108 148,892 57.46% 38,796 9,740 2,160 25,944 74,440 46,168 3,860
雑費　　 544,397 229,617 314,780 42.18% 3,284 37,542 20,623 14,507 29,542 12,568 11,864 3,950 95,737
外部委託費 210,000 13,528 196,472 6.44% 0 0 8,000 0 0 0 0 5,528
研究開発費 30,000 0 30,000 0.00%

10,219,117 5,332,125 4,886,992 52.18% 662,303 260,086 757,429 364,818 875,546 358,903 392,255 237,252 1,423,533

教育・普及事業費 公開ｾﾐﾅｰ
会場使用料 2,270,000 1,279,237 990,763 56.35% 1,279,237
事務消耗費 280,000 213,659 66,341 76.31% 213,659
交通宿泊費 3,500,000 2,172,756 1,327,244 62.08% 2,172,756
謝礼等 5,290,080 3,050,606 2,239,474 57.67% 3,050,606
印刷費 650,000 169,068 480,932 26.01% 169,068
会議費 280,000 135,126 144,874 48.26% 135,126
通信運搬費 4,240 4,240
賃借料 28,233 28,233
雑費 900,000 611,895 288,105 67.99% 611,895
外部委託料 100,000

13,270,080 7,664,820 5,605,260 57.76% 7,664,820

支援・助言事業費 ファシサポ 災害復興

会場使用料 465,000 74,750 390,250 16.08% 0 74,750
事務消耗費 81,000 10,083 70,917 12.45% 9,779 304
交通宿泊費 4,510,000 2,925,083 1,584,917 64.86% 964,595 1,960,488
謝礼等 3,780,000 2,538,366 1,241,634 67.15% 1,447,774 1,090,592
印刷費 40,000 139,313 -99,313 348.28% 0 139,313
会議費 8,000 0.00%
通信運搬費 10,950 0 10,950
雑費　　 198,000 177,920 20,080 89.86% 1,224 176,696

9,082,000 5,876,465 3,205,535 64.70% 2,423,372 3,453,093

交流・親睦事業費 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 グローバル

会場使用料 1,075,000 662,299 412,701 61.61% 86,800 55,000 88,400 138,620 155,683 20,250 117,546
事務消耗費 110,000 155,222 -45,222 141.11% 29,696 8,012 2,489 108,432 6,043 550
交通宿泊費 850,000 253,979 596,021 29.88% 63,479 67,780 0 64,270 58,450
謝礼等 810,000 412,936 397,064 50.98% 0 55,000 202,017 44,548 111,371
印刷費 114,000 43,779 70,221 38.40% 8,546 5,263 890 4,717 12,522 3,237 8,604
会議費 83,000 7,100 75,900 8.55% 7,100 0
雑費 219,000 212,653 6,347 97.10% 15,684 7,077 20,789 5,172 39,270 73,224 15,970 35,467
外部委託料 230,000 9,603 220,397 4.18% 9,603

3,491,000 1,757,571 1,733,429 50.35% 204,205 135,120 182,694 150,998 525,024 211,572 312,491 35,467

その他事業費 協働促進 その他
会場使用料 130,000 14,689 115,311 11.30% 14,689 0
事務消耗費 3,608 -3,608 0 3,608
交通宿泊費 2,720,000 831,345 1,888,655 30.56% 515,626 315,719
会議費 19,800 -19,800 19,800 0

2,850,000 869,442 1,980,558 30.51% 550,115 319,327

事業予備費 1,000,000

事業費計 39,912,197 21,500,423 18,411,774 53.87%

2 管理費
事務局 デジタル 広報

広報費 300,000 0.00% ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ（事務）WEBサイト年間維持費（WEB）
交通宿泊費 5,042,500 7,106,990 -2,064,490 140.94% 6,618,451 200,636 287,903 理事会、事務局
謝礼等 30,000 理事会、拡大理事会講演
会議費 1,735,000 435,060 1,299,940 25.08% 329,790 53,658 51,612 理事会会場費
事務消耗品費 50,000 84,836 -34,836 169.67% 84,836 名刺代、その他備品消耗品
通信運搬費 173,100 620,700 -447,600 358.58% 237,350 9,790 373,560 郵便、電話、Zoom使用料
諸会費 95,000 61,100 33,900 64.32% 61,100 JVOAD、シーズ、日本NPOセンター、広島NPOセンター
雑費 82,500 167,236 -84,736 202.71% 123,416 43,820 NL発送経費他
資料印刷費 875,000 566,815 308,185 64.78% 169,670 397,145 封筒　NL印刷費用
外部委託料 5,326,300 2,846,026 2,480,274 53.43% 2,404,266 441,760 会計事務、税務、決算､法務、決済ｻｰﾋﾞｽ利用(発送含)、登記他（事務）
支払手数料 500,000 511,499 -11,499 102.30% 511,499 振込手数料、EB使用料、会費払込手数料
賃貸料 1,007,840 940,933 66,907 93.36% 940,933 家賃、倉庫（中部、関西）、セミナー倉庫代　他
租税公課 330,000 91,269 238,731 27.66% 91,269 法人税均等割、消費税
保険料 55,000 34,722 20,278 63.13% 34,722
予備費

管理費計 15,602,240 13,467,186 2,135,054 86.32% 11,607,302 264,084 1,595,800

当期支出合計 55,514,437 34,967,609 20,546,828 62.99%

Ⅲその他資金収入の部
61,197 -61,197

当期収支差額 -20,239,167 -7,685,470 -12,553,697 38.0%

科　　目 決算内訳

詳細

その他資金収入合計
その他資金支出合計
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特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

現金 0
普通預金 三菱UFJ銀行（経費） 1,414,735
普通預金 三菱UFJ銀行（継続会費） 744,910
普通預金 三菱UFJ銀行（新規会費） 602,666
普通預金 三井住友銀行 6,696,293
普通預金 三井住友銀行 6,320,796
普通預金 三井住友銀行 8,693,641
普通預金 三井住友銀行 9,536,666
普通預金 楽天銀行 1,432,094
前渡金 92,780
未収入金 358,000
仮払金 55

流動資産合計 35,892,636

2 固定資産
固定資産合計 0
減価償却累計額 0 0

3 投資その他の資産
差入保証金 29,580

投資その他の資産合計 29,580

資産合計 35,922,216

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

未　払　金 2,942,769
預　り　金 66,533

流動負債合計 3,009,302

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 3,009,302

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 40,598,384
当期正味財産増加額 △ 7,685,470

正味財産合計 32,912,914
負債及び正味財産合計 35,922,216

令和5年度「特定非営利活動に係る事業」会計貸借対照表

令和6年3月31日現在

科目・摘要 金額　（単位：円）
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特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会

Ⅰ 資産の部
1 流動資産

現金 0
普通預金 0

流動資産合計 0

2 固定資産
固定資産合計 0
資産合計 0

Ⅱ 負債の部
1 流動負債

前受金 0
流動負債合計 0

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 0

Ⅲ 正味財産の部
前期繰越正味財産 0
当期正味財産増加額 0

正味財産合計 0
負債及び正味財産合計 0

令和5年度「その他の事業」会計貸借対照表

令和6年3月31日現在

科目・摘要 金額　（単位：円）
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特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会

（資金収支の部）
Ⅰ 経常収入の部

1 会費・入会金収入
個人会費 0
法人会費 0 0

2 事業収入
物品の斡旋及び販売 0
役務の提供 0 0

3 寄付金収入
個人寄付金 0
法人寄付金 0 0

経常収入合計 0

Ⅱ 経常支出の部
1 事業費

物品の斡旋及び販売 0
役務の提供 0 0

2 管理費
管理料等 0
交通費 0
事務消耗品 0
通信費 0 0

経常支出合計 0
経常収支差額 0

Ⅲ その他資金収入の部
その他資金収入合計 0

Ⅳ その他資金支出の部
その他資金支出合計 0
当期収支差額 0
前期繰越収支差額 0
次期繰越収支差額 0

令和5年度「その他の事業」活動計算書

令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科　　目 金額　（単位：円）
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特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会

Ⅰ 資産の部
1 流動資産
現金預金
現金 現金手許有高 0
普通預金 三菱UFJ銀行西新宿支店 1,414,735
普通預金 三菱UFJ銀行西新宿支店 744,910
普通預金 三菱UFJ銀行西新宿支店 602,666
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 6,696,293
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 6,320,796
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 8,693,641
普通預金 三井住友銀行渋谷支店 9,536,666
普通預金 楽天銀行 1,432,094

前渡金 92,780
未収入金 358,000
仮払金 預金源泉税 55
流動資産合計 35,892,636

2 固定資産
固定資産 0
固定資産合計 0 0

3 投資その他の資産
差入保証金 レンタルスペース 29,580

29,580
資産合計 35,922,216

Ⅱ 負債の部
1 流動負債
未払金 2,942,769
預り金 講師謝礼源泉所得税 66,533
流動負債合計 3,009,302

2 固定負債
固定負債合計 0
負債合計 3,009,302
正味財産 32,912,914

令和5年度会計財産目録

令和6年3月31日現在

科目・摘要 金額　（単位：円）
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＜第二号議案＞ 年度事業計画並びに予算について

（普通決議：総会に出席した正会員の過半数による議決）

年年度度事事業業計計画画書書
年 月 日から 年 月 日まで

特定非営利活動法人 日本ファシリテーション協会

事事業業計計画画ののポポイインントト

年年度度のの はは、、多多様様なな人人々々のの想想いいをを繋繋げげ社社会会をを変変ええてていいくくたためめののフファァシシリリテテーータターーをを生生みみ出出しし続続けけてていい

ききまますす。。

 互互いいにに学学びび合合いい高高めめ合合うう場場をを作作りり、、ススキキルル・・ママイインンドドをを身身ににつつけけ当当事事者者ととししてて社社会会課課題題にに立立ちち向向かかっってて
いいここうう！！

 仲仲間間とと共共にに新新たたなな一一歩歩をを踏踏みみ出出ししてていいくくここととでで見見出出ししたた、、フファァシシリリテテーーシショョンンのの知知見見をを発発信信ししよようう！！

は 年に「ファシリテーションの普及を通じた多様な人々が協調しあう自律分散型社会の実現」を

掲げて特定非営利活動法人として発足し、昨年 月 日に設立 周年を迎えました。

理事会では、昨年 月の総会以降、各拠点長や会員の皆様と共に今の の活動がどのように社会に貢献

しているのか、そのために何を変え、何を変えずに活動を続けていくのかを議論してきました。

そうした議論の中で「会員は、自身のスキル向上という個人としてのメリットを目的に入会するところか

ら始まりながらも、ファシリテーションのスキル・マインドを身につけた後には協会の運営に関わるように

なり、更にはファシリテーションを活用した社会貢献活動に関わっていく」という、学習から実践までが一

気通貫になっているユニークな仕掛けで、 はこれまでに多くのファシリテーターを生み出してきたこと

を再認識しました。

つまり、私たち一人ひとりが持つ、社会をより良くしていきたいと思う気持ち、そのために自身がファシ

リテーションのスキル・マインドを身につけていきたいと考える学びの意欲、それらこそが 活動の源泉

であり、その実践活動の一つ一つが社会により良い影響を与えることに繋がっているのです。

年は能登半島地震で幕を開けました。既に私たちの仲間が、これまでの知見や経験を活かして、被災

地の復旧・復興にファシリテーションで貢献すべく活動を開始しています。こうした活動に現在関わってい

る方や、そして将来関わっていくかもしれない方の中に、最初は自身がファシリテーションを身につけるた

めに の扉を叩いた人が含まれているのです。

私たち一人ひとりが目の前の課題に取り組み、その現場で豊かな話し合いを生み出し続けていく。そして

ファシリテーターズ・ターミナルである で、志を共にする仲間と互いに刺激し合い、またそれぞれの課

題へ立ち向かう。 は、 年目以降もそのような活動を続けていく場でありたいと考えています。

■ 互互いいにに学学びび合合いい高高めめ合合うう場場をを作作りり、、ススキキルル・・ママイインンドドをを身身ににつつけけ当当事事者者ととししてて社社会会課課題題にに立立ちち向向かかっってて
いいここうう！！

私たちは、ファシリテーションに関心を持った個人が身近な場に参加でき、そこで相互に鍛錬していける

場を作っています。ぜひ、そうした場でファシリテーションのスキル・マインドの高め、会員同士でつなが

り、さまざまな社会課題に立ち向かっていきましょう。

■ 仲仲間間とと共共にに新新たたなな一一歩歩をを踏踏みみ出出ししてていいくくここととでで見見出出ししたた、、フファァシシリリテテーーシショョンンのの知知見見をを発発信信ししよようう！！
ファシリテーションにコミットする 内外の仲間たちと課題解決に挑んで得た様々な知見を発信し、社

会に豊かな話し合いの場を広げていきましょう。

以下、重点的に取り組む内容を事業別に記します（括弧内は担当を表します）。
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 フファァシシリリテテーーシショョンン技技術術のの確確立立やや新新ししいい技技術術のの開開発発をを目目指指すす調調査査・・研研究究事事業業
調査・研究事業では、 年間の活動から紡いだファシリテーションの本質の探究を行いながら新しい挑戦

を続けていきます。

） 実践力の相互研鑽の場作りの推進（理事会、各支部運営委員会）
⚫ 活動の本質を捉えながら、引き続きファシリテーションの探究・社会の課題解決に取り組むた

めの、より実践に向かう定例会・例会づくりに取り組んでいきます。

⚫ 協会内に限らず、外部団体との連携・相互協力に力を入れ、活動を広げていきます。

） ファシリテーションの本質を探究（理事会、イベント実行委員会）
⚫ 『ウェルビーイング社会へ ～課題を解決するファシリテーション～』をテーマに、「ファシリ

テーション・サミット富山 」を開催します。

 フファァシシリリテテーータターー養養成成やや実実践践方方法法のの普普及及をを目目指指すす教教育育・・普普及及事事業業
歴史ある公開セミナー基礎講座を中心に、様々な形式やコンテンツでの展開を進めていきます。

） 従来の公開セミナーの継続強化（公開セミナー委員会）
⚫ ファシリテーション普及のため、 回、 クラスを目標に、全国各地でセミナー（基礎講座・オ

ンライン開催・実践講座）を開催します。

アフターミーティング（オンライン）は、継続して地区を超えた運営メンバーにて 回開催しま

す。

⚫ セミナーの継続的な開催に向けて講師の増員を目指します。併せてセミナーの品質向上のため

に、講師のレベルアップ、セミナーコンテンツの改良も継続します。

） 公開セミナーの新たな展開の検討（公開セミナー委員会）
⚫ すべてのフェローが担当する公開講座（特別編）開催について、検証するプロジェクトを予定し

ています。

⚫ 講座認知度アップ・集客数アップのため、ホームページ告知内容のブラッシュアップを図りま

す。

 各各種種団団体体ににおおけけるるフファァシシリリテテーーシショョンンのの活活用用ををササポポーートトすするる支支援援・・助助言言事事業業
社会課題の解決や新しい社会の創造に関わる様々な個人・団体の要請に対して、誠実に向き合い、ファシ

リテーションにとどまらない支援を行います。

） 社会からの多様な要請に対する支援の充実（ファシリテーションサポート委員会）
⚫ 外部からの問合せに対する、よろず相談（丁寧なヒアリング）に注力していきます。

⚫ 新たな人材にファシサポ活動へ参画していただくため、各拠点との連携を強化し、新たな委員お

よびファシリテーター人材の拡充に取り組みます。

⚫ 各拠点との連携を促進するため、各地域の拠点（支部・サロン）へのファシサポ報告会の開催、

定例会（例会）へのプログラム提供など様々な企画を検討していきます。

⚫ 内外への広報活動を強化します。ホームページ更新やファシサポ活動リーフレットの作成など

を実施します。

） 災害復興、防災・減災に関するファシリテーションを通した支援（災害復興委員会）
⚫ 災害復興・防災・減災の分野でファシリテーションを活用した支援として、災害発生地域におけ

る緊急期および復旧期での会議支援や、復興期でのカフェ・サロン等を開催します。

⚫ 災害時における被災地での話し合いの支援ができる人材を育成するため、 内外で板書ボランテ

ィア勉強会や実践者養成講座を開催します。

⚫ 災害復興や防災活動への関心を高めるため、支部・サロン等の拠点でのワークショップを行うと

ともに、 外では フォーラム等に参加し、分科会を担当します。

 フファァシシリリテテーータターーやや関関連連団団体体間間のの親親睦睦をを図図るる交交流流・・親親睦睦事事業業
交流・親睦事業では、各種イベントや関連団体との交流を通じて、 内外のつながりをさらに深めま

す。

） 地域イベントを開催（各支部運営委員会、地域イベント実行委員会）
⚫ 各支部におけるイベントの開催により、地域に根差した交流を深めます。より開かれた交流を図

り、ファシリテーションの普及と探究を一層促進すると同時に、会員の増加にもつなげます。

） 国境や文化・言語を越えてつながる交流・親睦活動の強化（グローバルファシリテーション推進委員
会）

⚫ ワールドカフェやフィンランド式ファシリテーションの活動を行っている外部団体への支援活動

を継続していきます。
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⚫ 等との国際的なネットワークにより、国内外のファシリテーターたちが交流し合える環境づく

りを目指します。

⚫ これまでの英語のハノンを用いた活動を踏まえて、多文化共生の新しい活動を検討します。政

府・自治体・研究機関と協働し、公益に資する活動を行うビジネスモデルの立ち上げによる市民

参加のワークショップを主導します。

） 他団体との連携強化（理事会、各支部運営委員会）
⚫ 各分野で活動している外部団体と、ファシリテーションを軸にコラボレーションを進めます。ま

た、 外部のファシリテーターとの連携を深めます。

 広広報報・・ココミミュュニニケケーーシショョンン活活動動
の活動について情報発信するとともに、広報委員会の知見を各拠点と連携し、より良い情報発信をし

ていきます。

） 内への情報発信の強化（理事会、広報委員会）

⚫ 引き続きニューズレターの発行を継続しますが、改めてニューズレターを配信している意義、配

信するのに適した新しい媒体、媒体に適したコンテンツ、配信方法について検討します。

⚫ ホームページの構成、内容の充実について引き続き検討します。

） 外への情報発信の強化（広報委員会）

⚫ 理事会・拠点が独自に行っている広報活動について、広報委員会の関わり方について検討しま

す。

⚫ 読書カフェなど広報委員会主催の企画を継続して企画・実施します。

 ミミッッシショョンンおおよよびび組組織織運運営営にに関関わわるる活活動動
ファシリテーターズ・ターミナルとしての を持続可能とするため、さらなる組織構造の改革や運営業

務の改善に取り組んでいきます。

） 組織のあり方の検討（理事会、各拠点、事務局）
⚫ ビジョン の継続的な普及活動を行うとともに、浸透の方法や浸透度合いを測る手法を検討し

ていきます。

⚫ 昨年度のスタッフ会議での成果を各拠点の運営メンバーや会員と共有するための活動を行いま

す。

⚫ 役員選任制度の見直しについて検討します。

） 運営のやり方の検討（理事会、各拠点、事務局）
⚫ の支出規模が収入規模を上回る構造であることを踏まえ、収支バランスのあるべき方向性とそ

の対策を検討します。

⚫ 引き続き「情報共有会」を開催し、理事・各拠点メンバーで組織の課題について共に考える場を

設けます。また、ネットワーク組織の長所を活かすために、各拠点間でのコミュニケーションを

更に活性化するための具体的な取り組みを進めます。

⚫ 経費精算システム導入後の運用を定着させるため、運営に関わる方々への説明や資料を作成し、

経費精算事務負担の削減に努めます。

） 拠点運営のサポートの充実とデジタル化の推進（デジタル推進委員会）
⚫ 経費精算システム導入後の運用支援及び安定稼働支援を行います。

⚫ 各拠点のデジタル化の支援及び、組織横断に向けた会員データベースおよび定例会レポートデー

タベースの導入、設計方針を検討します。また、作業効率アップのためのツールを調査し、導入

を検討します。

 そそのの他他のの活活動動
年度も引き続き、新しい未来に向けて既存の境界線を越えていく一歩を踏み出す活動を継続します。

） 共通の目的を有する会員・各種団体との価値創出（協働促進プログラム）
⚫ 委員会として立ち上げ、活動メンバーが増えるよう周知します。

⚫ 会員が他団体、地域・社会と繋がるための新規協働プロジェクトを募集します。

⚫ 試行プロジェクトから得た知見やノウハウを集約し、協働のためのスキルが向上するプログラム

として、各支部の定例会等で会員に還元していきます。

） 拠点外の活動に対する支援（理事会）
⚫ 周年事業として実施した出前授業等の活動のホームページ掲載等、会員の個々の活動を支援す

る取り組みを検討します。
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＜ ビジョン ＞
■ わくわくした気持ちを持ち寄りつながることで、多彩な志の実現に活かす場ができて

いる

■ 違うとちがうが響き合い、互いをたたえあっている

■ あらゆる場でしなやかにふるまい、出番をつくっている

■ 豊かな話し合いの好循環が広がり、人との関係を楽しんでいる

以下、計画の詳細について記載します。

【【ＡＡ】】特特定定非非営営利利活活動動ににかかかかるる事事業業

 調調査査・・研研究究事事業業

事業内容 実施時期 実施場所 従業者 受益対象者

北海道支部

定例会

「フロンティアの を更に刺激をして、チャレンジを進化し続ける支部」を目指し、今年も明

るく、楽しく、元気よく「ファシテーション」を学び、楽しみます。

通年

１回
北海道

名

名×1１回

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名)×11 回

東北支部

定例会

昨年は地元、山形で支部イベントを開催することができました。今年も仙台だけでなく、新た

な場所での開催や様々な形での定例会開催（屋外やコラボなど）も視野に入れ、仲間とチャ

レンジしていきます。

通年

回

宮城、山形、青森

等

名

名×11回

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名)×11 回

東京支部

定例会

年度は、引き続き参加者延べ人数を として掲げつつ、ファシリテーションを必要とし

ている現場で役に立つ調査研究活動を進めていきます。

通年

回
東京他

名

名×6回

名×5回

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名)×6 回

会員 名＋一般 名)×5 回

中部支部

定例会

定例会は、昨年度をふりかえりながら、 年度の計画を運営委員会の中で話し合って進めて

めていきます。支部イベントは、昨年度のコンテンツが満足のいくものだったので継続します。集

客につながるように、予め開催月を決めてそれに合わせて計画的に進めていきます。

通年

回
愛知

名

名×11回

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名)×11 回

関西支部

定例会

ともに学び合える仲間と、ファシリテーションの普及と探究に取り組んでいきます。

・各自の現場に持ち帰り、実践できる定例会の開催

・新しいインパクトを起こせる他団体との交流

・ のネットワークを生かした支部運営

通年

回
大阪･京都･兵庫

名

名×11 回

会員 名，一般 名

会員 名＋一般 名)×11 回

中国支部

定例会

地域のコミュニティーと協働しリアルとオンラインを織り交ぜながら、広島市外にも活動の場を

広げます。また、 ネットワークを最大限に使った、実践的で多彩な定例会やイベントを実

施し、ファシリテーションの魅力を届けるアンテナショップを目指します。

通年

回

オンライン 広島

他

名

名×7回

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名)×10 回
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九州支部

定例会

リアルとオンライン、それぞれの利点を活用しつつ、創造的で多様な定例会と支部イベを目

指します。

通年

回
福岡

名

名×11 回

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名) ×11 回

サロンサポート －
地域型 カ所

テーマ型 カ所
－ －

２２．．教教育育・・普普及及事事業業

事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者

公開セミナー
通年

ｸﾗｽ

東京･大阪･愛知･

広島･福岡・オンラ

イン等

名

名×34 ｸﾗｽ

会員 名、一般 名

会員 名＋一般 名)×34 ｸﾗｽ

３３．．支支援援・・助助言言事事業業 
事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者

ファシリテーション

サポート委員会

通年

回
全国

名

名×30 回

一般 名

一般 名×30 回

災害復興委員会
通年

（ 回）
全国

名

（ 名×30 回）

一般 名

（ 名×30 回）

４４．．交交流流・・親親睦睦事事業業

事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者

グローバル

ファシリテーション

推進委員会

未定 未定 名 不特定多数

地域イベント

未定 札幌 －

未定 仙台 － －

未定 東京 － －

未定 名古屋 － －

未定 大阪 － －

未定 広島 － －

未定 福岡 － －

５５．．そそのの他他のの総総合合的的なな事事業業 
事業内容 実施日時 実施場所 従業者 受益対象者

広広報報委委員員会会

ニューズレター ３回 全国
名

名×3 回
会員 名

ウェブサイト 通年 全国 名 不特定多数

メーリングリスト等 通年 全国 名 会員 名

【【ＢＢ】】そそのの他他のの事事業業
実施しません。

24
24



22002244年年度度「「特特定定非非営営利利活活動動にに係係るる事事業業」」活活動動予予算算書書 単単位位＝＝円円
前年度の予算適正化の検討の結果、FAJの支出規模が実際に収入規模を上回る構造であることが確認できました。

今年度までは、収支構造による赤字予算を継続しますが、今後抜本的な見直し方の検討を実施し、来年度の収支バランス適正化に向けて準備を進めます。
2024年4月1日から2025年3月31日まで 特定非営利活動法人　日本ファシリテーション協会

2024年度予算
事務局 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 公開ｾﾐﾅｰ サミット ファシサポ 災害復興

Ⅰ　収　入　の　部
１　会費収入

個人会費収入
法人会費収入

２　事業収入
調査･研究事業収入
教育･普及事業収入
支援・助言事業収入
交流・親睦事業収入
その他事業収入

３　寄付金収入
個人寄付金
法人寄付金

４　寄付金収入助成金等収入
民間助成金

収入合計

Ⅱ　支　出  の　部
１　事業費

調査･研究事業支出 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 サミット サロン ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
会場使用料
事務消耗品費
交通宿泊費
謝礼等
印刷費
会議費
雑費
外部委託料

教育･普及事業支出 公開ｾﾐﾅｰ
会場使用料
事務消耗品費
交通宿泊費
謝礼等
印刷費
会議費
雑費
外部委託料

支援・助言事業支出 ファシサポ 災害復興
会場使用料
事務消耗品費
交通宿泊費
謝礼等
印刷費
会議費
雑費

交流・親睦事業支出 北海道 東北 東京 中部 関西 中国 九州 グローバル

会場使用料
事務消耗品費
交通宿泊費
謝礼等
印刷費
会議費
雑費
外部委託料

その他事業支出 協働促進
会場使用料
事務消耗品費
交通宿泊費
謝礼等
印刷費
会議費
雑費

事業予備費

事業費計

２　管理費 事務局 デジタル 広報
広報費 パンフ改訂・印刷10万

交通宿泊費
謝礼等
会議費 （理事会）合宿20万

事務消耗品費 名刺代4万、その他備品消耗品1万

通信運搬費 郵便6万、電話2.6万

諸会費 JVOAD5万、日本NPOセンター1万

雑費
資料印刷費 資料15万、封筒7.5万

総会関係費用
外部委託料 会計事務120万、税務25.2万、決済サービス63万、登記15万、会員管理44.22万、経費精算73万

支払手数料 振込手数料25万、EB使用料5万（2.5万×2）、会費払込手数料20万

賃貸料 家賃675,840（56,320×12か月）、倉庫（中部、関西）28.6万、セミナー倉庫代3万、その他1.6万

租税公課等 法人税均等割7万、消費税26万

保険料等 NPO損害保険3.5万
管理費計

支出合計

当期収支差額
前期繰越収支差額

次期繰越収支差額

（理事会）総会20万、理事会20万×3、合宿20万、拠点訪問20万×2、新役員候補10万×3、（事務局）総会10万、リアルMTG20万、陪席20万

事務局詳細

科　　目 予算内訳

サロン詳細

【サロン： (地域型) 12/
(テーマ型) 2】会場使用料
(各1万*17), 事務消耗品
費 (各0.1万*17), 交通宿
泊費 (地域型, テーマ型:
各3万*16, 沖縄: 4.5万)
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＜第三号議案＞ 年度役員の選任について

（普通決議：総会に出席した正会員の過半数による議決）

 年度の理事候補者 （敬称略、再任、新任で５０音順）

再任 伊波 あゆみ

再任 柿原 寿人

再任 河野 恵

再任 小林 政文

再任 田代 翼

再任 津田 壮彦

再任 水江 泰資

再任 山田 真司

新任 西野 靖江

新任 箱崎 博信

 年度の監事候補者 （敬称略、再任、新任で５０音順）

再任 岡田 純子

再任 野口 和裕
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＜第四号議案＞ 定款の一部変更について

（特別決議：総会に出席した正会員の四分の三以上の多数による議決）

変更理由：総会招集通知及び総会議事資料の電子提供を可能とするため。

定款の一部を、以下の通り変更する。

変 更 前 変 更 後

（招 集）

第 条 総会は、第 条第２項第３号の

場合を除き、会長が招集する。

２ 会長は、第 条第２項第１号及

び第２号の規定による請求があったとき

は、その日から 日以内に臨時総会を招

集しなければならない。

３ 総会を招集するときは、会議の日

時、場所、目的及び審議事項を記載した書

面をもって、少なくとも 日前までに通

知しなければならない。

（招 集）

第 条 総会は、第 条第２項第３号の

場合を除き、会長が招集する。

２ 会長は、第 条第２項第１号及

び第２号の規定による請求があったとき

は、その日から 日以内に臨時総会を招

集しなければならない。

３ 総会を招集するときは、会議の日

時、場所、目的及び審議事項を記載した書

面若しくは電磁的方法をもって、少なくと

も 日前までに通知しなければならな

い。
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